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はじめに

前任校が学力向上フロンティア事業研究指定を受けたことをきっかけに 平成14年より継続して

「学力向上につながる評価のあり方」について自らの研究テーマとして取り組んできた。学力向上と

いう目的を考えたとき，本来ならば「学力とは何か」という学力観から論じなくてはならないが，本

研究では新学力観に立って実践を行っている。なぜならば，新学力観に沿って学習指導要領には社会

科の目標が示されており，その目標が観点別学習状況の評価における評価規準を設ける際の基盤となっ

ているからである。つまり，新学力観に立脚した「学力」を向上させるということは，観点別学習状

況の評価をあげることに他ならない。言い換えれば生徒が「やる気」を起こす評価をすることこそ

「学力」を向上させるということになる。それでは どうすれば生徒が「やる気」を起こす評価がで

きるのであろうか。

まず第一に，“学びと評価の一体化”の実現が挙げられる。

評価の目的には，「教師が，生徒が社会科の目標に到達しているかを知る」側面と「生徒自身が社

会科の目標に到達しているかを知る」という両面があるといえる。これまで、私たち教師は授業ごとあ

るいは単元ごとに，形成的評価によって生徒の到達度をはかり指導にフィードパックし，授業のあり

方を見直すなど指導に生かしてきた。しかしながら生徒に対しては どうであろう。形成的評価が学

びにフィードバックされていただろうか。単元テストやノート，ワークシート レポートなどの評価

材は，訂正やアドバイス等記入され返却されたとしても，それらを生徒が評価とつなげて考えられる

工夫をしてきたであろうか。 “学びと評価の一体化”を生徒が実感するためには，評価材の一つ一つ

にきちんとした評価規準を定め 「このレポートはこのような表現の工夫をすればAになるんだ」「こ

のワークシートの資料から もう一つ読み取ることができていたらBだ、ったんだ」といったように生

徒にもはっきり分かるような具体的な行動目標を示していかなくてはならない。そうすれば学期末に

総括的評価が通知票で示されたとき「なんで僕は3なんですか」とか「テストの点が私より悪いのに

Aさんはなぜ5なんですか」などといった質問はなされないとであろう。また，社会科を暗記科目と

いう生徒もいなくなっているはずではないだろうか。

このような“学びと評価の一体化”の重要性については，以前からいわれているところであり「観

点別学習状況の評価における評価規準表」をほとんどの学校で現在では示している。にもかかわらず，

生徒にとっては“学びと評価が一体化’しないのは単元テストやノート，ワークシート，レポートな

どの評価材がどのような過程をたどって 3や5という総括的評価に結びつくかが生徒自身にわからな

いからである。とくに 「関心・意欲・態度」の観点を生徒にもわかるようにいかに評価するかは大

きな課題ではないだろうか。

第二に，“教師側からだけの評価の運用”という問題が挙げられる。

教師側からだけの評価が他律的で自主性の少ない，受動的で型にはまった生徒を育てる一因になっ

ているとも考えられる。 自主的に学ぶ生徒を育成するためには，教師の評価に加えて自己評価， 生徒

の相互評価など多様な評価方法が必要ではないだろうか。また，“学びと評価の一体化”という観点

からも，教師の評価についてのガイダンスも大切になってくる。

以上のことから，評価方法の工夫と生徒にわかりやすい学びと評価の一体化の実践を通して「自ら

学ぶ意欲を育てる評価のあり方」を考察していきたい。
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1 .研究の仮説

評価方法を工夫し，生徒にわかりやすい学びと評価の一体化を具現化すれば，生徒の自ら学ぶ意欲

が育ち学力が向上するのではないか。

2. 研究の実際

( 1 ）学びと評価の一体化～個人評価表の活用

多くの生徒にとって通知票で知る総括的評価の“5のAAAA”は社会科を学ぶ外発的動機づ

けになっている。つまり総括的評価が生徒の「やる気Jのもとになっているのである。生徒に目

標に対して自分の力を発揮してできるだけその目標を成し遂げようとする，達成動機が働くと考

えられるので，それぞれの観点を点数化にし，何点に到達すればAなのかという目に見える表を

作成した。このように書くと新しいもののようであるが 教師が総括的評価をする際の手順を生

徒自らにさせるということである。つまりこれまで教師は評価材ごとに評価したものを点数化し，

パソコンなどに記録をしていた。学期末に一斉に計算し 評定を出していたわけであるが，点数

化された評価材を生徒自ら表に記入し計算していく評価記録表のようなものである。例えば資料

1の個人評価表は2年生 1学期のものである。

現在生徒は“歴史復習ノート” “歴史ワーグ’ “ワークシート歴史①，②，③” “島根県のポ

スター” “藩政改革” “中間テスト” “テスト直し”の評価を記入し終えている。これらの評価

材について具体的な評価方法は以下の通りである。

①復習ノート ｜ 【資料 1 個人評価表】

毎回の授業ノートをとったページの見聞きのペー I2軸沖棚入野田

ジに，その日のうちに復習をするよう指導をしてい

る。内容は生徒自身が考えるのが一番良いのだが，

最初は具体的な内容を示さないとできない生徒がほ

とんどであった。

そこでア重要用語調べ

イ 資料集の資料の読み取りと考察

ウ 重要用語の漢字練習

エ 授業内容に関する新聞記事，ニュー

スを調べと考察

オ授業内容の感想

カ 授業ノートの図表やイラストを使つ

たまとめ

の中から自分にあったものを 2つ選んで，継続して

行うよう指導した。資料2はその一例である。

評価規準は「関心・意欲・態度」の観点では

5 毎回必ず2種類の復習を行っている

4 毎回復習しており， 2種類の復習を

行っていない回が3回以下である

生徒．骨 民名

師榊 ｜臨む掛・圃l回判断 抑 制 ー 醐 ｜ 畑 ・ 輔
置

自己標値カード・2事信・ I Io 
事 5問テスト I I I I 1 o 

亀理慣習ノート

ワーク

ー一面ノ二；－-r－－~；「－·－1ζγ一一←一一一
ワーク I .:£. 5 

;;;t~~--J· .. ・・.f )j 
雄 理 ①

＠ 

.S..sJ 7. ' ~L 
$5 

③ I I I 
厘史 ① I I I 骨 5

: I I式51 3 5 

中間テスト I :~ ,oJ ~t 20J 9,0.J 幻 60

I .L L J！少 20 

期末テスト l 0 l 5 l 5 6 0 

テスト直し 20 

・8点 6 0 6 0 6 0 I 8 0 
A 4 8以上 4 8以上 4 8以上 I 4 4以上

日 47以下 4 7以下 4 7以下 I 4 3以下

C 2 I以下 2 I以下 2 I臥下 64臥下

1学期解定

3 毎回復習をしているが4回以上が 1種類である

2 復習をしていない日が4日以下である

1 復習をしていない日が5日以上である

「思考・判断」の観点では

5 重要用語調べや授業のまとめ 感想はよく要点をとらえて構造化されている
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資料集の資料や新聞記事と授業を上手に関連づけて考察している

3 重要用語調べや授業のまとめ，感想は要点をとらえている

資料集の資料や新聞記事と授業を関連づけている

1 要点がとらえられていない，授業との関連が薄い

【資料2 復習ノー卜】

②ワーク

賓キ主義
匿通告寄哨・工場’i幾州’財.J/1iて c_＇（.＂＜.叫.＇ぞr寄イ~肩 tt’－.：.，晴氏仏モ

白骨q1二宿命作品産申i'-<11-.

資本5ゑ．宮正主義、＼｛キ主義、すふ主義、資キ主義、

ワークは解答は配布せず 授業の予習に教科書で調べて行ったり 復習に自分で考えて行うよ

う指導している。その際，空欄が残らないようしっかり調べるよう指示している。この段階の評

価が「知識・理解」の観点の評価となり，単元ごとに解答を配布しO付けをしたり正答に直した

りする段階の評価を「関心・意欲・態度」の観点の評価となる。

③ワークシート

「資料活用・表現」の観点の評価材であるワークシート「江戸時代の人口の変イ七」（中学校新

歴史のファックス教材集／明治図書より）での評価規準を一例として挙げると，

＊表・グラフが正確に作成できる

＊江戸前期人口が急増した理由と後半になって停滞した理由をこれまでの学習と関連づけて説

明できる

＊地方ごとの人口推移のグラフを正しく読み取り気づいたことを挙げることができる。

以上3つができていると 5点，以下，減点法で 1カ所につき 1点減点した。

④中間テストおよびテスト直し

中間テストおよび期末テストは評価材として使用しているが，学力テストなどそれ以外のテス

トは使用していない。

定期テストは，問題作成時に観点別に問題を作成している。解答欄に明示し生徒自身が個人評

価表に振り分けて記入ができるよう配慮している。それぞれの観点の問題例を挙げると

Ql 今年から 5年間，堀尾吉晴が松江城を開いた記念のイベントが行われている。（中略）

松江城が築城されはじめて今年は何年目にあたるかを答えなさい。（関心）

Q2 表から平成2年と平成12年の「産業別就業者数の割合」をグラフをつくって比較したい。

棒グラフ，折れ線グラフ，帯グラフ，円グラフのうちどのグラフが適切かを理由を述べて
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答えなさい。（判断）

Q3 グラフから江戸時代の最初の100年で耕地面積はおよそ何倍になっているかを読み取り

その理由を答えなさい。（資料活用）

Q4  蝦夷地から屋久島まで歩いて正確な日本地図を作成した人物を答えなさい。（知識）

次に「テスト直し」の方法であるが，テストが返却されてから自分が間違った所をやり直すの

ではなく，テスト終了後すぐに問題用紙を持ち帰らせ生徒にもう一度テストをやってくるように

指導している。また単にやるだけでなく満点になるよう答案を考えてやり直してくるよう伝えて

いる。

つまり生徒の自己採点をテストを受けた当日にするよう求めているのである。テストの答案の

返却は一般的に速いほど学力向上の上からも効果が高いと考えられる。しかしながら生徒の自己

採点の正確さについては不安もある。そこでテスト返却時テスト直しをしてきた答案に自ら教師

が解説した正答を記入し直しを行って提出させ もう一度同じテストを繰り返し定着を計ってい

る。

このテスト直しと再テストは「知識・理解Jの観点で点数化し評価している。

残りの 2つの評価材である“島根県のポスター” “藩政改革”は調べ学習のまとめの作品であ

る。このような作品の評価については次の多様な評価方法の工夫の項目で説明する。

( 2）多様な評価方法の工夫～自己評価カード，生徒の相互評価の活用

個人評価表の一段目に，「自己評価カードJという項目がある。

これは質問紙法を使った「関心・意欲・態度」と，前時学習した知識の定着や時事に対する関

心を自己評価するためのカードである。先に述べたとおり 「関心・意欲・態度Jの観点を生徒

にもわかるようにいかに評価するかは大きな課題であり 「関心・意欲・態度」こそが学力向上

の大前提となる大切な観点であると考える。

今年度の島根県社会科研究大会松江大会への取り組みの中で，松江市社会科研究会中学校部が

各中学校に「生徒育成の重点課題」についてアンケートを行ったところ大変興味深い回答が集計

された。重点課題の一番目は“学習規律ができていない”以下“知識の定着がはかれていない”

“社会的事象に対して切実さや身近さを感じていなしユ” “資料の分析ができない”と続いている。

この学習規律と知識定着，時

事への関心を，授業開始から

5分程度自己評価するために

資料3にある自己評価カード

を用いている。

左側の質問は生徒自身の学

習規律を問うものであり，右

の欄は生徒が順番に前時の授

業内容から出題する 5問テス

ト（資料4）の解答欄である。

この問題の採点は隣の席の生

徒が行っている。誤って習得

された漢字などは自分では気

づかず正確に直せない場合が

あるため客観的に判断できる

【資料3 自己評価カード】

2年社会科自己際価カード（忘れ物は忘れた歎、発表・質問も回数を正の字で記入）

組 番 氏 名
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ょう配慮した。隣という近い距離なのでお互い教え合いながら自己評価のような相互評価を行っ

ているわけである。

評価材としての活用法であるが，学習規律については基準点を 5として「チャイム着席ができ

なかった」などのマイナスの行動 1つにつき l点ずつ減点し 「積極的な意見発表，疑問の質問」

などのプラスの行動 1つにつき l点ずつ加点する最高点10点，最低点O点の評価である。

しかし，学習規範の自己評価は自分に甘い生徒と厳しい生徒で客観的な判断が難しい。そこで

次の項で述べる教師との評価についてのガイダンス（面接）が大切になってくる。

5問テストは「 l学期分の正解数÷出題数×lOJで生徒に計算させて 「知識・理解Jの観点

で評価している。出題については学級全員が出題し終わる 2学期と 3学期に，「思考・判断」の

観点で ＊授業の要点を出題している

＊わかりやすい文章で答えが限定されるよう出題している

＊誤字などがなく，解答も正確である

以上3つができていれば5点， 1カ所不足しているところがあるごとに 1点ずつ減点して評価

している。資料4の上半分を刷って生徒に配布し，問題作成した生徒が2分待って解答を板書し

ている。

1, 2年時は5問テストを行っているが， 3年では公民的分野になるため新聞の要約発表を行っ

ている。「クラスメートのためのニュース解説」と名付けているが 生徒が順番で3大紙いずれ

かの新聞の一面記事を 1つ選んでわかりやすく解説文を書いて発表していくものである。発表を

聞いた生徒は自己評価カードの感想欄に，時事の要約と感想をまとめる。これについての評価の

説明は省略する。

次に生徒の相互評価の活用について

は「都道府県を調べよう～島根県」の

単元の調べ学習を例として説明する。

この単元ではまずワークシートを用

いて島根県の特色をつかみ，それぞれ

の生徒が「人口と産業」「歴史と産業」

「交通と観光」というように特色の中

から 2つのテーマを選んで2つの関連

を追求することねらいとし，まとめの

ポスターを生徒同士が見合うことによっ

て島根県の全体像をつかませることに

した。

学校での調べ学習はパソコン室，図

書室それぞれ 1時間行った。さらに，

何をどこで調べたらよいかという調べ

方についての学習と，グラフ・表・イ

ラストなどの活用とわかりやすいまと

め方についての学習を机間指導で個別

に行いあとは春休みの宿題とした。

生徒の調べ学習の成果である“島根

【資料4 5問テスト】

社会科 5問テスト 実施日 斗 11 21 日

（出題者） 3組 番氏名

問題主宰1点、叫ががOろ去、
1.全国刊年貢孝子特煮物也、i訂｝LtrJH二重力、制たのは何ずはうて

2. 17世筑後キざろかE；れた可λ文化t:f'ゴというfしょう7

3.②の中山I大阪や持肘

4. rB軌代産主；；yo't世寺子を完A:!t「Jλ物t!tc'、がでしりT

5.も事tEJH戒しT積立伝」玲き国字を版、し仁川t1t::'tげでしょうで

解答

1経普主

2.元紋化

3.上方

4.井原？§l具

5. キ1居宣長

県のポスター”を相互評価したわけであるが，ポスターを見合う場合，教師が評価のポイントを

伝えた上で生徒相互で評価しあって見ることによって，自らの作品についての振り返りもでき次

の学びにつながると考えられる。また分かりやすく表現するとはどういうことかを友達の作品か

ら学ぶことができる。教師が分かりやすいと考える作品と生徒が考えるものが違う場合もあり，
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教師の思いこみによる一方的な評価を避けるためにも効果的だと思われる。資料5は生徒が評価

時に使ったワークシートである。

【資料5 相互評価用ワークシート】

／言写 ｛®• すf
友達の「島根県のポスター」を評価してみよう！／てなごーっ

／①－＠ 

1 I あなたが見てみたいという鮒ちになったポスターを3つ闘で選出． l育• c t-"-' 
｛に）｛⑪） ( ；？、） ＼、手

2＇タイ Fルが内容ととくに合っているポスターを3つ記号で選ぼう． ＼ ト~ • s I叶吹

( ,.- ) ( て l < T l ＼ー一一一－－－－－
1 正硲なグラフと分布図の両方が描けているポスターをすべて記号で選ぼう．
（つ干の，t？；本ち来⑪ ） 

4＇内容の説明のために‘グラフと分布図が効果的に檀われていると思うポスターを
すべて配号で週間・川、σ＇([l) ) 

i 脱明文が特に打かりやすいボスタ二ーを3つ紀句で軍ぼう．
［＠｝｛セ）（天｝

6' 脱明文に疑問をもったポスターの肥骨を温んで．どのような疑問かを文書官で・きなさ
い．い〈つ薗んで．いてもかまいません．

！む 非事m旦根作電f#.t帝iwi円業考古〈重低守とわ’ j

¥: Eリ幸十1,均，＂，皐ィ左百勺ιl主ピぅ、，, 3、3じt1n司す車t士、［

いいんぜす丹、。
｝⑪ .r:,:''.;-<t, ~っ」ヒ 'I< ＇） 主ふろと』与｛fb勺 I ＇どう、・ 5tのた.＿,i＇す 4、．

7＇この点を工炎すればさらに良〈なるというポスターの記号を温んで！さらに良くする
にはどうすればよいか文章で・きなさい．い〈つ畳んで・いてもかまいません．

：＠・ 縛ザ‘げが‘ 1フ 1フ紛れτ＇i·~·..τ夏場，＇In＇ザリ以りず坑；
つ，，ラ7の.t:tMl，ιずっrt＜＇’也場、すすとF、ι足、uます，

；① 目立r,e作、＇＇¥'.. p－，，，てu宮ヒ三宅6ぐ＇
Lt• ＇：ぅ？＂ f＂－め，芸店 (C 貝t,Cυのでヘ'b.. (;6語、，

ι、‘.：1-}l.c.U主すι
8＇友遣のポスターを見て l 次に自分が f国岡ぺJのポスターを作成する時に参考にしよ
うと思ったことをまとめよう．

t＊.•百れぐ業ィt t•Jモ，株待も， t,, t i.,1:,号tv言t仰台〆iiιi
e ゃt、‘ ti: ＇ ヒ~~＇·＇苦し「ニ。

9 以上のことからあなたがー祷すばらしい作品だと思ったのはどのポスターですか．
1つ記号で週び，そのポスターから fわかったことI 興味をもったことjを文章で書き
なさい．

' tす、｜車干民県の水握まの bペ‘‘l

山、ブ圭し「工．そじてをt,,,1宮自？れす，）（ ,i!' Pj) ゎ，τ•＇（，

"-di i＇，寄れ手水吉，＇／ILすユ主主、、5毎＂，）＜.、、 5育れていすヱヒ場、

降、Rr.;・ ... 1n＇•＇，た．車重も｛言l 心·~；［，＇キνベロ ,j<,,..事 z

i,－；；ニ唾盛ιr，＿ 件、t,,・" t=. i事々 の F針通乞将危

仰の1'£1ィ手，，.f里latHJ=.

1 0 a 島唖県の特徴をまとめよう．

色作再 lま，~－芋あ齢化が主！ /v"t”わ’リ，ぜ告はイ孟t免女イt::.

定不本，ド定量fε♂pも県4噂してμす，その存め，，量札行現Fす府
特危脚ピ若完背後崎正予乙揮、は匂唱してu宅？.伴、の中tエ

L't t.圭〈すつの'.t:リ7があすがJ右子丑，.，で“否。記、ご王f'は
芳屯 t婚し．高tt手li主主せ EラヒLていヲ，

11, rこれからの島積県Jについてあなたの思いや聞い。または意見を書きましょう．

f ロも，iit-.. ，；：，，、す·~－~お前代の岡野、て、ポ l
l再ゅ z'ii-r"tわれする円ぜ，:i:1.ム‘ι降、fす．告E為tit

のEうヒ占＼：.9<-lニr，‘すのぜ't1「μ まf;:f，世t撃孔て海草t

'it反させ 3香原のあ守停、i;:c（；τ，，1t,t'＇，，、‘ tPLてい芋す。

2•手 Z組 番 圧 名

作品は l人l作品であるため約160作品ある。また同じクラスの生徒の作品を評価すると，授

業中作品の作成過程を見ているため誰の作品であるかがわかり，客観的な評価ができないおそれ

がある。そこで次の図のように工夫をした。美術作品などを展示するパネルを用意し生徒の所属

クラス以外の作品を名前伏せて評価させた。例えば4組の評価するパネルはこのようになる。し

1組作品

2組作品

3組作品

・かしながら 3クラス分でも約120作品となり多すぎるため， 4組は

1組～ 3組の作品の l番から23番を見るというように細かく区切り，

どの作品も同じ生徒人数で評価されるよう配慮した。生徒たちは作

品に見入ると担当するすべての作品を見ることができなくなるおそ

れがあるので，評価する作品をパネルの4面に分け， 10分で場所を

ローテーションし，最後の10分で再度見たい作品を見直すよう指示

した。実施してみた感想としては 生徒は 1時間でおよそ70～75作

品を評価するのが限度だ、と d思った。

生徒が高い評価をした作品は，その後廊下の掲示板に展示し生徒たちがゆっくり見られるよう

に配慮した。

資料6は相互評価時の様子，資料7は生徒が高い評価をした作品である。具体的な評価方法で

あるが，「関心・意欲・態度Jの観点では生徒のワークシートの 1 「あなたが見てみたいという

気持ちになったポスターJにあがっていた作品に 5点 その他の作品は 3点を基準とした。丁寧

さに書ける作品やテーマと大きく外れた作品は2点とした。次に「思考・判断」の観点であるが

これは，客観的に評価ができているかを評価した。ワークシートの 2～8までの項目で資料の正
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自ら学ぶ意欲を育てる評価のあり方

確さや，テーマと内容の一致などがきちんと判断で

きている生徒は3点，判断できていない箇所を 1点

ずつ減点した。あとの 2点は裏の10, 1 1番がきちん

と書けている場合に加算した。「資料活用・表現j

の観点は生徒のワークシートの 9の評価が高い作品

に5点，あとの 5点は教師が生徒のワークシートの

2, 3, 4, 5と資料選択がうまくできているかの

5つの規準で点数化した。

( 3）評価についてのガイダンスの実施

自己評価や相互評価を取り入れる場合，教師の評

価と相違することもでてくる。そこで，どうしても

欠かせないのが生徒への説明である。生徒自身があ

まりにも客観的に自分や友達を評価できない場合

教師と評価について話し合う場がなければ，生徒は

不満や不信感を抱き，ますます客観的に自分や友達

を評価できなくなっていくであろう。またこれまで

教師は総括的評価である評定のみを生徒や保護者に

示し，評価の過程を示してこなかった。このことが

原因で生徒，保護者が不満や不信感を抱く場合もあ

る。評価についてはもっとオーブンにし説明責任をしっかり果たすべきであると考える。そこで

学期末に，個人評価表を用い評価についてのガイダンス（面談）を行った。ただし，大変時間が

かかるため 2回目以降は，希望者のみとし現在ではほぼ lクラス 1時間で収まっている。

【資料6

・闘醐 圃御申咽肝揮曹『嶋巴一二二・・

【資料7 生徒の評価が高かった作品】
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竹崎葉子

3. 研究結果

一昨年度の 3年生で，以上の実践を一年間行った際の観点別評価の変化を抽出した 1クラス（40名）

でみてみると次のページのグラフのようになる。「学力j を向上させるということは，観点別学習状

況の評価をあげることに他ならないという最初に述べた前提にもとづくと研究の仮説はほぼ立証され

たといえるのではないだろうか。ただ「知識・理解」の観点は定期テストの難易度が反映されるため

評価方法改善の成果がすぐには反映されにくい面があるのは否めない。

関心意欲・態度

1学期

2学期

3学期

0% 20% 40% 60% 80% 

資料活用・表現

1学期

2学期

3学期

。% 20% 40% 60% 80覧

思考・判断

1学期

同
図画11 2学期

3学期

100% 
0% 20% 40% 60% 80% 100箱

知識・理解

1学期

同
固

園11 2学期

3学期

100% 。% 100% 20% 40% 60% 80% 

生徒が評価についてのガイダンスの時間に書いた“毎学期振り返り”をみると生徒の意欲の向上に

この評価方法がつながっていることを読み取ることができた。

良かったところ

ワークを毎回しっかりとできていた

テストでは資料の活用がしっかりできていた

悪かったところ

ノートのまとめ方に問題あり

用語，時事問題に課題あり

来学期の目標

今回の面談で自分には基本的な用語があまり理解できていないことを改めて気づくことができ

た。

またノートの復習などを来学期の目標にしていきたい。この夏休みは一年からの復習をして基

本をしっかり固めておきたい。時事問題についてもしっかりと新聞を読んで対策をとっておき

たい。 (1学期生徒K)
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自ら学ぶ意欲を育てる評価のあり方

良かった点

ワークをきちんとやっていたので良かったです。

グループ活動や調べ学習でも自分の意見を言ったり 書いたりすることができて良かったです。

悪かった点

ワークシートを全然提出してないしテスト直しもきちんとやってないなど提出物関係のものを

きちんとやってなかったこと。

来学期に向けて

提出物を出す。個人評価表の提出物の点をみるとと！ (2学期 生徒T)

3学期のおわりに「社会科の授業と評価についてのアンケート」を行った。

自己評価カード，個人評価表，評価についてのガイダンス （面談）について抽出クラス （40名）の

評価は次ページのグラフのとおりである。代表的な意見としては資料8のアンケートと次ページのグ

ラフの右の“評価理由”を参考にしていただきたい。

【資料8 アンケート】

社会科の授業と評価についてのアンケート

1, 3年間を振り返って一番興味深かった学習内容は何ですか。理由があれば理由も番

いてください。

冶民＂刊。今の松が心動いて t恥吋‘わがきニロ＼訴時二ユースE

日下氏、「ト、刈電フ日ぬかU 二ユースモヂLt;ことが下、まま ' 

G乙o'c.く仁、日本図案去tJ:いい者五亡、足、ほしFo＼：すが）わがフむ7王杯、＼・・ノ

2, 3年生の公民の課題、つまり復習ノート、コラムノート、新開発表、ワークなどに

ついて意見や、感想を書いてください。

1賢官トト府民，て有三、く 5が：＞r三下、有0イ与まて・子ヌヤ抗も主ス同事百』t二

／←トl畏て ji!!ヲ主vt：：..弐ザ1t~n '-, t::...¥l・ ;hピ＇＇：＞民tニ.r；：フて 、F'l旦ゃい

3. ，~；弘、広三；J~~~忠告引退問吉宗ぷ！：~~！~，；立
てください
今ドベ二iよぃ二ヒが‘紛糾蒜念_pp:.ほど中）Lましたか・人川、特炉、作。

とえt二 I-I-の＼芋いこι敬k当事。Aど秒台〈、かいZ弘1t， ~i習のtき必

-s;<tぅ之吉岡パ’f二¥lとさ1目、京三、く性主ちまI..r二9

4, 3年生の社会科の自己評価カードについて下のA、B, CのどれかにOをしてくだ
さい。またその理由を下に書いてください。。
カードがあって｛角よかった Bどちらともいえない Cよくなかった

た－~t>-.'.1ィリヤ崎山＼今時／州がや川町斗町、
首位pι：志向れ二乙がT‘・1王しf::.e 

5, 3~＇！生社会新の個人評価表（裏のもの）について下のA、 B, CのどれかにOをし
てください。またその理由を下に書いてください日
評価表があって~よかった Bどちらともいえない Cよくなかった

む／－古lτ 亡、Lザ語、、師、 、亡、ニ売りすし持法＿qi!.I工、いHかなど、が 守

わかラマ .~－令、たて待。
6，評価の際、個人面談の機会 （2, 3学期は希望者のみ）を設けたことについて下の
A、B, CのどれかにOをしてください。またその理由を下に書いてください。
個人面談があって仏jよかった Bどちらともいえない Cよくなかった

て了~d- う（こし1 自 f訟の？民税〆っ lt.;*1.iがff-+-O"J.：と件 、江主下切H，ヒ

亡、ヒ，~，－（＼｝ vf: QI貝昨¥lv tc..1) c・'!:・lよか勺tち・官。
1年間みなさんと一緒に勉強ができてとても楽しかったです。どうもありがとう P
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自己評価カド 個人評価表 ガイダンス

4. おわりに

竹 崎 葉 子

忘れ物がなくなった

提出物をきちんと出すようになった

自分の良い点悪い点が分かつた

どうやって評価されるのか納得できた

先生のアドバイスが聞けた など

B評価

いい加減に自己評価していた

4年間にわたって実践研究を継続してきた「自ら学ぶ意欲を育てる評価のあり方」について一応の

研究結果をまとめることができ正直なところほっとしている。今後も生徒の学力の向上のため，さら

に評価方法を工夫し，生徒にわかりやすい学びと評価の一体化の具現化を目指していきたい。
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